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公益社団法人 日本技術士会 茨城県支部 

平成 30 年度 年次大会・講演会・交流会開催のご案内 

公益社団法人 日本技術士会 

茨城県支部 支部長  本田永信 

 

標記の件，下記により開催いたします。是非ご参加くださいますようご案内申し上げます。 

 

－記－ 

１. 日 時： 平成 30 年 6 月 23 日(土) 13:30～18:30 （受付開始時刻： 13:00） 

 

２. 場 所： ワークプラザ勝田 2F 大会議室  

〒312-0052 茨城県ひたちなか市東石川 1279 番地 TEL 029-275-8000 

                   http://www.workplaza.or.jp/f500.htm 

 

３. 年次大会： 13:30～14:10  （2F 大会議室） 

3.1 挨拶 

3.2 議事 

(1) 平成 29 年度 茨城県支部活動報告 

(2) 平成 29 年度 茨城県支部決算報告 

(3) 平成 30 年度 茨城県支部活動計画 

 (4) 平成 30 年度 茨城県支部予算 

(5) その他 

 

４. 講演会： 14:20～16:50  （2F 大会議室） 

          テーマ： 『イノベーションの多様化』 

(1) 講演 1 14:20～15：30 

・演題： 「若手技術者の育成の取組みを考える」  

・講師： 公益社団法人日本技術士会副会長       技術士（応用理学） 岩熊 まき 氏 

・概要： 第 5期科学技術基本計画において「技術士制度について、産業界での活用が促進さ

れるよう、時代の要請に応じた見直しを行う」と謳われた。文部科学省科学技術・

学術審議会技術士分科会（第 9期）では国際同等性を踏まえた新たな議論がなさ

れ、日本技術士会においても、文部科学省への提言に結び付けることを視野に、

技術士制度に関する検討を進めている。その中では技術士資格の更新性の議論が

注目される一方で、次世代の技術士育成の議論はなかなか進んでいない。一人一

人、技術者としてどのように大成していくか、その未来のために必要なことは何

か。世界に通用する技術者として、技術士となり一人一人が活躍できることが、

技術士制度の発展にもつながる。そのためには、技術士を目指す若年層に対して、

「技術士としてのコンピテンシー」獲得を支援することが重要かつ急務である。

育成するためには、過去にとらわれない思考が重要であり、ともに考えたい。 
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――――― 休憩 10 分 ――――― 

(2) 講演 2 15:40～16:50  

・演題：「脳科学の産業応用、新たなイノベーションの創出」 

・講師： 株式会社 NeU (ニュー)          代表取締役（CEO） 長谷川 清 氏       

・概要： 21 世紀は生命科学の時代と呼ばれており、その中でも、ヒトの中心的な役割を果

たしている脳の研究に関しても、世界の各国にて機能の全容解明に向け研究が推

し進められている。同じく、脳の機能を計測する技術も進化をとげている。その

進化の１つとして、近赤外光を使い日常的な環境での計測を可能とした技術があ

る。今までは、病院や研究所に行かないと計ることが出来ない脳機能であったが、

そのシーンも大きく変わりつつあるではその技術を使い、どのようなイノベーテ

ィブな産業応用を生みだすことができるだろうか？  

講演では、脳科学の産業応用の現状応用例、また将来展望について説明する。 

また登壇する講師は、日立グループにて 30 年余に渡り新事業創生活動に携わって

きたが、その中での経験を振り返りながら、アントレプレナシップについて説明

する。 

 

５. 交流会： 17:00～18:30   （2F 研修室 2） 

 

６. 参加申込方法及び申込期限 

6.1 申込方法： 下記のいずれかの方法でお申込みください。 

（1） 日本技術士会 HP 会員コーナーの「CPD 等行事予定」にて申し込みください。 

「主催者への連絡事項欄」に交流会への参加・不参加の記入をお願いします。 

   https://www.engineer.or.jp/kaiin/dmsw0200.php#month06 

（2） 「平成 30 年度 年次大会・講演会・交流会参加申込書」に必要事項を記入して E メール 又は、

FAX にてお申し込み下さい。なお、申込書は茨城県支部 HP よりダウンロードできます。 

https://www.engineer.or.jp/c_shibu/ibaraki/topics/005/005732.html  

6.2 申込期限： 6 月 15 日(金) 

 

７. 参加費 

（1） 講演会費： 技術士（会員 1,000 円、 非会員 2,000 円）、 一般 1,000 円 

（2） 交流会費：  3,000 円  

参加費は、当日受付にて、お支払い願います。 

 

８. 問合せ先:  

茨城県支部 事務局 ひたちなか市新光町 38 株式会社ひたちなかテクノセンター内 

        TEL： 029-219-5154  FAX： 029-265-5558   E-mail： ibaraki@engineer.or.jp  

 

以上 
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申込み期限：平成 30 年 6 月 15 日（金） 

 
(公社)日本技術士会 茨城県支部 事務局 行き 

E-mail: ibaraki@engineer.or.jp 又は FAX: 029-265-5558 

 

平成 30 年度 年次大会・講演会・交流会参加申込書 
 

１．日 時：平成 30 年 6 月 23 日(土) 13:30～18:30 （受付開始時刻: 13:00） 

２．場 所：ワークプラザ勝田 2F 大会議室 

３．年次大会: 13:30～14:10 （2F 大会議室） 

４．講演会: 14:20～16:50 （2F 大会議室） 

(1) 講演 1 「若手技術者の育成の取組みを考える」             

公益社団法人日本技術士会副会長、 技術士（応用理学） 岩熊 まき 氏 

(2) 講演 2 「脳科学の産業応用、新たなイノベーションの創出」 

株式会社 NeU (ニュー)              代表取締役（CEO） 長谷川 清 氏 

５．交流会: 17:00～18:30 (2F 研修室 2)                                     

申込日： 月  日 

ふりがな  会員の該否＊ 会員  非会員  一般 

氏名  技術士/技術部門  

所属  部署/役職名等  

連絡先 電話  Fax  

E-mail  

住所  

講演会＊ 参加       不参加     

交流会＊ 参加       不参加     

その他 

要望等 

 

 

 

 

  ＊（○で何れかをお選びください） 

①参加費 （当日受付にて、お支払い願います。） 

講演会費： 技術士（会員 1,000 円、非会員 2,000 円）、一般 1,000 円 

交流会費： 3,000 円 

②非会員は、公益社団法人日本技術士会に入会されていない方です。 

 

 


